
 

 

 

 

ご挨拶 
ようやく草木もえいずる季節になりました。新年度に入り、新たな生活の一歩を踏み出し、期待と希望に

胸膨らませている方も多いかと思います。 

3月定例会では 22年度予算・条例案・補正予算案が可決され、市役所耐震工事の開始など、新たな事業

が始まろうとしています。また、裾野市は 5月 1日付けで「景観行政団体」となり、裾野らしい美しく、豊か

な生活環境、活力ある地域社会の発展が期待されます。 

裾野市の健全な発展を願うとともに、皆様のご健勝とご発展をお祈りいたしております。 

 

RReeppoorrtt  

《 平成 22 年度一般会計予算 （２０１億６千万円）》 
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 昨今の世界経済危機により、裾野市の

税収は大幅に減少し、財政調整基金を切

り崩して財源を確保している状況です。 

厳しい行財政状況の中、地域活力・

市民生活の激変緩和と行政サービスの

急激な低下は無いよう配慮されています。 

 今後は財源不足をどのように補っていく

のか、市民と行政が協力し合い、知恵を

出し合いながら、財政難を

乗り切ることが課題となる

かと思います。 
 

 

 

 

かも博美後援会 会報誌 わかば     

2010.４ 

発行：かも博美後援会 

裾野市伊豆島田 230-4 

TEL：993-1876 賀賀茂茂
か も

  博博
ひろ

美美
み

    

裾裾野野市市議議会会議議員員  

 
http://www2.ocn.ne.jp/~kamo163/ 

3 月定例会 行政報告 

 
 

主は財政調整基金 

財政調整基金とは、財源不足用に積立ててきたお金 

平成 22 年度当初見込み残高は、約 86億円 

市税の大幅な落ち込み 
減 

市の借金 

 
《 目的別 》 
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(122億 7600万円) 

(101億 9600万円) 

(90億 370万円) 
(31億 9800万円) 



 
 

庁舎耐震化事業 （６億７４０万円） ２２年度より１６ヶ月間の工事予定 
 

昭和 52年に建築された市役所は、平成 17年に実施した耐震診断の結果 

「倒壊する危険性は低いが、耐震性能がやや劣り、東海地震を想定した 

場合かなりの被害を受ける可能性があるため大地震時の拠点施設として 

適当といえない」ことがわかりました。 

庁舎の窓口業務には支障はありません。地下食堂は平成 22年 3月にて閉店しました。 
 

深良小学校の体育館耐震補強事業（実施設計）（６００万円） 

東中学校の体育館耐震補強事業（実施設計）（７００万円） 

南小学校増築事業（７９５０万円） 校舎北側に鉄骨２階建て、２棟建設 
 

子ども手当事業 （９億９７５２万円（国庫事業）） 
子ども手当法第一条：この法律は、子どもを養育している者に子ども手当を支給することにより、 

次代の社会を担う子どもの成長及び発達に資することを目的とする 
 

中学校修了前の子ども（１５歳到達後の最初の３月３１日までの間にある子ども）に 

月 13,000 円、毎年 2 月、6 月、10 月の 3期で支給されます。 
   ※昨年度まで児童手当法を受給されていた方は、手続きなく、そのまま子ども手当てが支給される 

予定です。中学生、また児童手当を受給されていなかった方は申請が必要となります。 

 

     私立幼稚園授業料負担軽減補助事業（２３６１万円） 

  私立幼稚園の授業料（16000～17000円）を公立幼稚園の授業料（6300円）とほぼ同額に補助します。 

 

高齢者医療費補助事業（５４７６万円）（平成 21年度より継続） 

  後期高齢者医療保険適用の自己負担額を、上限年間 12,000円助成します。 
 

路線バス利用者補助事業（100万円） 

  住民基本台帳カードを持つ高齢者の路線バス及びタクシー利用の助成（100円/回） 

 

 
【 住民基本台帳カード等の利用に関する条例の一部改正 】 

住民基本台帳カードで裾野市立鈴木図書館の資料貸出しが可能となります。 
 

【 一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部改正 】 

    高度な専門知識経験者・優れた見解を有する者を一定期間採用します。 
 

【 キャンプ場条例の一部改正 】 

十里木キャンプ場でのデイキャンプ（小学生以上 100円）が可能となります。 
               

 

【 市特別職の職員の給与に関する条例 】 

   平成 22年 4月 1日～平成 24 年 3月 31日まで、市長１０％、副市長、教育長５％の給与減額 

 
 《 あとがき 》 
3月定例会は緊張と期待の中、一ヶ月におよぶ会期が終了しました。現在は皆さんの声をもとに、裾野市

の現状が安全・安心な生活のために最善であるのか？他地域の事業など、裾野市に取り入れことにより、

より市民生活が充実する事業は何なのか？自身の責務とやりがいを感じながら、そのための知識と情報

を頭に叩き込み、自分なりに日々調査、勉強しております。 

今後とも皆様のご支援・ご指導をいただきながら、自分自身が成長してまいりたいと思いますので、宜し

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

使用時間 午前 9時～午後 4時まで 

 

裾野市独自の制度 

対象者の方は 

活用してください。 


